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1. はじめに 
 朝鮮時代の司譯院は、外交通訳を担うと同時に、外国語教育機関としても機能していた。

ここには漢学・倭学・蒙学・女真学の四学が置かれ、満洲人の入関後には女真学が清学へ

と改められた。現存する清学書としては、読本類の『八歳兒』・『小兒論』・『三譯総解』・

『淸語老乞大』と、辞書類の『同文類解』・『漢淸文鑑』が挙げられる（小倉 1914a: 44-45; 
1914b: 257-262; Lie 1972: 19-21; 邵磊 2011: 290）。 
 清学書におけるハングル表記の満洲語文語は、必ずしも満洲文字で書かれた満洲語文語

を一対一で転写したものではない。例えば、満洲語文語の CVwV（C＝子音、V＝単母音

または二重母音）に相当する語形が、ハングル表記では 1 音節で書かれる場合もあれば、

2 音節で書かれる場合もある。また、満洲語文語の e に対応するハングル表記や io に対応

するハングル表記などにも、それぞれ複数の対応形式が見られる。ハングル表記の満洲語

文語は、満洲文字では表しきれない発音上の細部を、ある程度反映している可能性がある。

清学書における満洲語文語の満洲文字表記とハングル表記の対応関係に関する研究とし

ては、池上（1951; 1954; 1963）、今西（1958）、성백인（1984）、岸田（1989）、Ikegami（1990）、
崔宰宇（1997）、菅野（2005）、邵磊（2011; 2016）、和田（2013）、王敵非（2013）、邵磊・

多麗梅（2022; 2023）、邵磊・金龍軍（2022）、邵磊・林茶英（2022）、邵磊・王敵非（2022）、
邵磊・任國俊（2023）などが挙げられる。 
 満洲文字とハングルの表記対応の問題を検討するには、ハングルで記された満洲語文語

の語を、対応するメレンドルフ式転写にもとづいて配列し、整理する作業が有効であると

考えられる。そこで本稿では、清学書『淸語老乞大』（全八巻）の第二巻にあるハングル

表記の満洲語文語の語について、メレンドルフ式転写にもとづき索引を作成する。 
 최동권 외（2012: 497-612）も『淸語老乞大』の索引を提供しているが、本稿の索引はそ

れと以下の点で異なる。 
[1] 索引の性質。최동권 외（2012: 497-612）の索引には、満洲語文語メレンドルフ転写と

それに対応する朝鮮語訳を掲載しているが、索引に満洲語文語のハングル表記を記してい

ない。そのため、満洲語文語のハングル表記を参照するたびに『淸語老乞大』の原文を確

認する必要がある。一方、本稿の索引は、満洲語文語メレンドルフ転写とそれに対応する

ハングル表記を対照させたものであり、本稿の索引により、『淸語老乞大』におけるハン

グル表記の満洲語文語の語形を直接参照でき、両者の対応関係が一目瞭然となる。 
[2] 索引の対象単位。최동권 외（2012: 497-612）の索引は複合語や、後接する格助詞を含

むまとまり（例：ahūn deo i「兄弟の」）を一つの対象単位として扱っている。一方、本稿

の索引は、スペースを含まない個々の語を対象単位とする。 

 
* 本稿は、中国国家社会科学基金後期資助項目「満語支語言音系学研究」（課題番号 22FMZB009）の助成
を受けた研究成果の一部である。本稿の執筆にあたり、北京工業大学の李嘉豪氏よりご協力を賜った。

また、Sulfaより貴重な助言をいただいた。ここに記して深甚なる謝意を表する。 
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[3] 出現箇所の表示方法。최동권 외（2012: 497-612）の索引では、語彙の出現箇所を「巻:
葉」の形式で示している。一方、本稿の索引では、「巻-葉-行-個」の形式を採用しており、

これにより該当する葉の何行目の何語目として出現しているかを特定することができる。 
[4] 対象範囲。최동권 외（2012: 497-612）は『淸語老乞大』全巻を対象とした索引である。

本稿はその第二巻に限定した索引である。 
 
2. ハングル表記満洲語文語の索引 
 次表は、清学書『淸語老乞大（巻之二）』におけるハングル表記の満洲語文語の語形を、

メレンドルフ式転写のアルファベット順に配列したものである。 
[1] 第 1 列には、満洲文字で書かれた語のローマ字転写（メレンドルフ式転写）と、その

語の和訳を示している。和訳については、羽田（1937）、田村ほか（1966-1968）、福田（2008）
等を参考にした。なお、和訳は原則として『淸語老乞大（巻之二）』中の文脈に限定した

意味ではなく、一般的な語義に基づくものとする。 
[2] 第 1 列の動詞については、原則として未完了形とその和訳を記載している。ただし、

『淸語老乞大（巻之二）』における記録が未完了形以外の形式である場合には、第 1 列に

未完了形と和訳を示すとともに、その下の行には、対応する語形を併記している。 
[3] 第 2 列には、『淸語老乞大（巻之二）』に見られるハングル表記の満洲語文語の語形を

示している。 
[4] 第 3 列は、当該語形が『淸語老乞大（巻之二）』原書のどこに出現しているかを示した

ものである。たとえば「(2-1a-3-4)」は「第 2 巻-第 1葉 a面-第 3行-第 4 語」を表す。「第

X 語」とは、ハングル表記の満洲語文語のみを対象に順に計数した場合の X 番目に現れ

る語を指す（ハングル表記の満洲語文語以外の語は計数から除外する）。 
 

表 1：『淸語老乞大（巻之二）』満洲語文語索引 
メレンドルフ式転写と和訳 ハングル表記 出現箇所 
abka「空」 압카 (2-13b-4-1) (2-19b-2-1) (2-19b-4-1) 
acabumbi「会わせる；合わせ

る」 
--- --- 

 acabufi 아챠부피 (2-8a-5-5) 
 acabume 아챠부머 (2-9a-3-3) 
acambi「会う；合う」 아챰비 (2-24b-1-4) 
acimbi「駱駝や馬に荷物を積

む」 
--- --- 

 acifi 아치피 (2-16b-4-6) 
adaki「隣」 아다키 (2-16a-4-1) 
adali「同様」 아다리 (2-2b-1-4) 
adambi「並ぶ、隣り合う」  --- --- 
 adame 아다머 (2-4a-1-4) 
adarame「如何に」 아다라머 (2-1a-6-1) (2-2a-5-1) (2-11b-1-6) (2-13b-1-5) 

(2-14b-1-1) (2-26a-1-1) 
age「兄」 아거 (2-6b-3-2) 
agūra「豹尾槍(槍の一種)；兵
器；機械」 

아구라 (2-18b-1-5) 
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ai「何；何の」 애 (2-3b-3-5) (2-5a-4-1) (2-19b-1-1) (2-19b-3-
2) (2-22a-2-1) 

aibide「どこに」 애비더 (2-20a-3-6) 
aide「なぜ；何に」 애더 (2-23a-6-2) 
aifini「とっくに」 애피니 (2-12b-6-1) (2-19a-5-1) 
aika「もし；もしかしたら」 애카 (2-10b-3-2) (2-11b-2-2) 
aikabade「もし」 애카바더 (2-10a-1-3) 
ainambi「何をする、どうす

る」 
애남비 (2-14a-4-5) (2-20b-6-7) 

 ainaha 애나하 (2-23b-3-2) 
ainci「思うに」 앤치 (2-15a-3-6) (2-17a-4-5) 
aitumbi「蘇生する」 --- --- 
 aituha 애투하 (2-17b-1-6) 
akū「無い」 아쿠 (2-1a-5-2) (2-11b-4-3) (2-13b-1-2) (2-14a-4-

1) (2-14a-6-5) (2-16a-1-5) (2-16a-3-3) (2-
17a-1-2) (2-19a-2-3) (2-19a-6-6) (2-22a-1-4) 
(2-22a-3-1) (2-22a-6-6) (2-22b-2-2) (2-23a-
3-2) 

akūn「無い(akū)か」 아쿤 (2-12b-5-6) (2-20a-5-4) 
alambi「告げる」 --- --- 
 alara 아라라 (2-17b-4-6) 
alban「公務；官；賦課」 알반 (2-19a-3-2) 
alin「山」 아린 (2-18b-2-4) 
aliyambi「待つ；後悔する」 --- --- 
 aliyafi 아랴피 (2-9b-2-4) (2-19b-2-4) (2-22b-6-3) 
amala「後ろ(に)；後に；これ

から」 
아마라 (2-2b-3-3) (2-20a-4-5) (2-25a-2-4) 

amargi「北；後ろ」 아말기 (2-17a-2-2) 
amasi「後ろに」 아마시 (2-18b-4-1) 
amba「大きい」 암바 (2-15a-6-3) 
amcambi「追う」 --- --- 
 amcame 암챠머 (2-16b-6-2) (2-17b-6-5) 
 amcarakū 암챠라쿠 (2-4b-6-3) 
amhambi「眠る」1 --- --- 
 amhaha 암하하 (2-15a-1-3) 
 amhame 암하머 (2-10b-1-4) 
amtalambi「味を見る」 --- --- 
 amtalaci 암타라치 (2-6b-1-2) 
 amtalame 암타라머 (2-6a-5-5) 
anambi「押す」 --- --- 

 
1 当該動詞の語幹は、『増訂清文鑑』では amga- と綴られている。見出し語 amgambi「睡」を参照された

い。一方、『大清全書』には amga- と amha- の両綴りが収録されている。見出し語 hiri amgaha「鼾睡。

睡熟了。」および amhambi -ha「睡。」を参照されたい。 
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 anaci 아나치 (2-10b-4-3) 
anda「友」 안다 (2-14b-4-2) (2-16b-3-5) (2-17a-6-4) (2-17b-

4-2) 
andase「anda (友)の複数」 안다스 (2-3a-4-1) (2-12a-4-4) (2-19b-6-1) 
aniya「年」 아냐 (2-13b-3-4) (2-13b-5-2) (2-14b-3-4) (2-16b-

3-2) 
aniyadari「毎年」 아냐다리 (2-23b-5-1) 
antaka「どうか」 안타카 (2-8b-4-1) 
ara「ああ」 아라 (2-13a-6-3) (2-19a-4-2) 
arambi「作る；書く；〜のふ

りをする」 
--- --- 

 ara 아라 (2-3b-3-3) (2-3b-5-8) 
 araha 아라하 (2-6b-5-7) (2-7a-2-2) 
arkan「どうやらやっと、かろ

うじて」 
알칸 (2-1b-6-5) 

ashambi「帯びる」 --- --- 
 ashafi 앗하피 (2-16b-6-1) 
asihata「若者(たち)」2 아시하타 (2-24a-5-1) 
asuru「(後に否定を表す要素

を伴って)あまり〜ない」 
아수루 (2-2b-1-2) 

ba「所；里(距離単位)」 바 (2-12b-4-1) (2-18a-1-2) 
babe「所/里を」 바버 (2-11a-5-3) (2-16a-3-4) 
babi「〜所がある；〜里ある」 바비 (2-5a-4-3) (2-19b-3-4) 
baci「所/里より」 바치 (2-16a-6-1) 
bade「所/里に」 바더 (2-1b-1-2) (2-8a-5-4) (2-15a-1-1)3 (2-17a-1-

4) 
bahambi「得る」 --- --- 
 baha (完了) 바하 (2-19a-1-2) 
 bahafi 바하피 (2-14b-1-2) (2-26b-2-6) 
 baharakū 바하라쿠 (2-21b-4-1) 
bahanambi「できる」 --- --- 
 bahanambio 바하남 (2-3a-5-2) 
 bahanarakū 바하나라쿠 (2-2b-1-3) (2-3a-6-3) (2-5a-3-4) (2-21a-2-1) 
 bahanarakūn 바하나라쿤 (2-3a-5-3) 
bai「ただ」 배 (2-3a-6-4) (2-9b-3-4) (2-23b-4-2) 
baibi「徒らに」 배비 (2-16a-3-1) 
baimbi「探す；求める；目掛

ける」 
--- --- 

 
2 早田（1988: 16）によれば、形態的には asihanが単数形、asihataが複数形といえる形式をしているが、
共時的には（現代シベ語はもとより、『満文金瓶梅』の康熙年間においても）asihata は複数形ではない。
『淸語老乞大』(2-24a-5-1)の asihataは、ilan niyalma sasari yabure de asihata urunakū jobombi sembiという文
脈に出現しており、asihata に対応する原書の朝鮮語訳は「졈은이」である。少なくとも文脈および朝鮮
語訳からは、複数として解釈される根拠は見られない。 
3 原書の当該箇所における満洲語文語のハングル表記は、印刷が不鮮明である。 
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 baifi 배피 (2-1b-1-7) (2-20b-3-7) 
 baime 배머 (2-1b-2-4) (2-15b-1-5)4 
 baire 배러 (2-1b-6-1) 
baita「事」 배타 (2-16b-1-3) (2-19a-6-5) (2-20a-1-2) 
baitalambi「使う」 --- --- 
 baitala 배타라 (2-2a-2-2) 
bargiyambi「収める」 --- --- 
 bargiyahakū 발갸하쿠 (2-13b-5-1) 
baru「〜に向かって」 바루 (2-18a-3-6) 
bayan「富んだ」 바얀 (2-21b-4-3) 
be「私たち(除外的)」 버 (2-11a-5-1) (2-12a-2-5) (2-13a-3-3) (2-14a-

2-1) 
be「を」 버 (2-1a-3-4) (2-1a-5-5) (2-1b-1-6) (2-2a-2-4) 

(2-2b-3-6) (2-2b-5-4) (2-3a-1-2) (2-3b-1-1) 
(2-3b-1-6) (2-3b-3-2) (2-3b-4-2) (2-4a-2-4) 
(2-4b-1-4) (2-4b-1-6) (2-4b-2-4) (2-4b-3-3) 
(2-5a-1-7) (2-5a-4-5) (2-5a-6-4) (2-5b-3-4) 
(2-6a-1-6) (2-6a-3-2) (2-6b-2-2) (2-6b-6-2) 
(2-7a-3-3) (2-9a-1-5) (2-9a-6-4) (2-9b-2-3) 
(2-9b-4-2) (2-9b-5-3) (2-10a-2-2) (2-10a-3-
3) (2-10a-4-2) (2-10a-6-3) (2-11b-5-3) (2-
12a-5-4) (2-14a-2-4) (2-14a-6-6) (2-14b-5-2) 
(2-15a-3-5) (2-15a-6-5) (2-15b-1-4) (2-15b-
4-1)5 (2-16a-1-1) (2-16a-2-1) (2-16a-4-3) (2-
16a-6-4) (2-16b-4-5) (2-16b-4-8) (2-17a-5-4) 
(2-17b-6-2) (2-18a-2-5) (2-18a-5-5) (2-18b-
1-1) (2-18b-1-7) (2-18b-2-3) (2-18b-5-2) (2-
19a-3-7) (2-19b-2-3) (2-20a-1-3) (2-20a-2-3) 
(2-20b-1-3) (2-20b-3-5) (2-21a-1-3) (2-21a-
3-5) (2-21a-4-2) (2-21b-2-2) (2-21b-3-4) (2-
21b-6-1) (2-22a-2-5) (2-22a-4-2) (2-22a-5-4) 
(2-22b-3-4) (2-22b-6-2) (2-23a-2-6) (2-23a-
3-5) (2-23a-4-3) (2-23a-5-6) (2-23b-2-5) (2-
23b-5-3) (2-23b-6-3) (2-24a-1-4) (2-24a-1-7) 
(2-24a-2-3) (2-24a-3-5) (2-24a-6-2) (2-25a-
6-1) (2-25b-4-3) (2-25b-5-5) (2-26a-3-3) (2-
26a-6-6) 

beging「漢語北京」 버깅 (2-9a-2-3) (2-12b-2-3) 

 
4 原書の当該箇所(2-15b-1-5)における baimeは、uju be baime emgeri tantafi fehi tucifi buceheという文脈に
出現している。baimeの原書における朝鮮語訳は「向여」（向かって）である。この意味の bai- は『大
清全書』および『増訂清文鑑』の見出し語には収録されていない。一方、福田（2008: 69）は baimbiの見
出し語において「めがける」という意味に言及し、清代文献における「めがけて」の意味の baime の例
文を挙げている。 
5 原書の当該箇所における満洲語文語のハングル表記は、印刷が不鮮明である。 
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beidembi「審問する」 --- --- 
 beideme 베더머 (2-16a-5-1) 
benembi「送る」 --- --- 
 benere 버너러 (2-22a-5-5) 
benjimbi「送ってくる」 번짐비 (2-11b-5-4) 
 benjihe 번지허 (2-16a-6-6) 
beri「弓」 버리 (2-16b-5-5) (2-18b-1-3) 
beye「体；自分」 버여 (2-26b-2-2) 
bi「私」 비 (2-1b-2-3) (2-1b-5-3) (2-2a-6-2) (2-3a-4-4) 

(2-3a-5-4) (2-3b-6-1) (2-5a-3-1) (2-6b-1-1) 
(2-6b-3-3) (2-9a-4-3) (2-12a-5-2) (2-12b-1-
1) (2-12b-1-6) (2-13a-5-3) (2-19b-6-5) (2-
21a-4-3) (2-22a-5-1) (2-25a-3-1) (2-25a-4-4) 
(2-25b-5-1) (2-26a-2-2) (2-26a-6-1) 

bi「ある；いる」 비 (2-11a-2-2) (2-12b-1-5) (2-20a-4-2) (2-20a-
4-7) (2-20b-2-5) (2-20b-4-5) 

 bici 비치 (2-11b-3-1) 
 bicibe 비치버 (2-19a-1-3) (2-26b-1-1) 
 bihe 비허 (2-1b-5-2) (2-12b-5-2) (2-13b-1-3) (2-15a-1-

4) (2-26b-1-3) 
 bikini 비키니 (2-8b-4-2) (2-8b-4-3) 
 bime 비머 (2-9b-6-6) 
 bio  (2-12b-5-5) (2-20a-5-3) 
 bisire 비시러 (2-4a-1-5) (2-14a-6-4) (2-16a-5-2) 
bibumbi「留める」 --- --- 
 bibufi 비부피 (2-24a-3-3) 
biya「月」 뱌 (2-11a-1-6) (2-14b-3-6) 
bodombi「考える；計算する」 --- --- 
 bodo 보도 (2-6b-6-3) 
 bodoci 보도치 (2-7a-3-5) (2-7a-6-2) (2-7b-4-5) (2-8a-1-2) 

(2-8a-4-2) (2-8a-6-1) (2-24a-6-3) 
 bodofi 보도피 (2-9a-3-4) 
boihoji「主人」6 뵈호지 (2-1a-6-3) (2-4a-6-1) (2-4b-6-1) (2-6b-3-1) 

(2-11a-4-1) (2-12a-2-1) (2-19b-6-4) (2-22a-
6-1) 

boihon「土」 뵈혼 (2-11b-1-3) 
bolokon「やや清潔な」 보로콘 (2-5a-5-2) 
boode「家/部屋に；家/部屋
で」 

더 (2-4a-2-1) (2-6b-5-2) (2-8b-2-5) (2-11b-4-1) 

booha「酒の肴、料理」 하 (2-3b-6-2) (2-4a-1-1) 
booi「家/部屋の」  (2-1b-4-1) (2-7a-1-5) (2-7b-3-2) (2-20a-4-4) 

 
6 当該語は『増訂清文鑑』では boigojiと綴られている。見出し語 boigoji「主人」を参照されたい。一方、

『大清全書』では boihojiと綴られている。見出し語 boihoji「主人婆。家主。」を参照されたい。 
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borhombi「堆積させる；集ま

る」 
--- --- 

 borhome 볼호머 (2-18b-3-4)7 
bošombi「追い出す」 --- --- 
 bošome 보쇼머 (2-14a-2-5) (2-17a-5-5) 
bucembi「死ぬ」 --- --- 
 bucehe 부쳐허 (2-15b-2-5) 
 bucehebi 부쳐허비 (2-17a-4-6) 
buda「飯」 부다 (2-3b-3-1) (2-3b-4-1) (2-6b-5-6) (2-7a-2-1) 
bujumbi「煮る」 --- --- 
 bujume 부쥬머 (2-2b-1-1) 
bumbi「与える」 --- --- 
 bu 부 (2-1a-4-3) 
 buci 부치 (2-10a-2-4) 
 bufi 부피 (2-9b-5-5) 
 buhe 부허 (2-1b-6-7) 
 buki 부키 (2-9a-3-5) 
 burakū 부라쿠 (2-1b-5-1) 
 bure 부러 (2-9a-4-6) 
cendembi「試す」 --- --- 
 cendeme 쳔더머 (2-25b-5-2) 
 cendere 쳔더러 (2-26b-2-3) 
ci「より」 치 (2-12b-2-4) (2-12b-6-4) (2-13b-3-5) (2-15b-

6-5) (2-17a-2-3) (2-18a-3-3) 
cimari「明日；朝」 치마리 (2-6b-3-4) (2-12a-2-6) (2-13a-3-4) 
cisui「私(事)、私生活上の；

勝手に、自ら」 
치쉬 (2-3a-2-4) (2-26a-5-2) 

coko「鶏；酉」 쵸코 (2-11a-2-3) 
colabumbi「煎らせる；炒めさ

せる」 
--- --- 

 colabukini 쵸라부키니 (2-5a-2-3) 
colambi「煎る；炒める」 --- --- 
 colame 쵸라머 (2-4b-4-1) (2-5a-3-3) (2-5b-4-5) 
cooha「兵；軍」 하 (2-17b-6-1) (2-18a-2-4) 
dabsun「塩」 답순 (2-5b-6-1) (2-6b-2-1) 
dabumbi「数の内に入れる；

点ける」 
--- --- 

 dabufi 다부피 (2-11a-4-3) (2-11a-6-1) 

 
7 原書の当該箇所(2-18b-3-4)における borhomeの朝鮮語訳は「둘러」である。すなわち、この箇所の borho- 
は「두르다」（囲む）の意味である。『増訂清文鑑』の見出し語 borhombi の漢訳は「攢立秫稭」であり、

「囲む」と直接的な関連性が見られない。一方、『大清全書』の見出し語 borhombi の漢訳は「一簇。一

堆。星聚。烏合。人聚。」であり、「聚」・「烏合」の部分には「囲む」と意味的関連連性があるように思わ

れる。 



 38 

dacilambi「問い質す」 --- --- 
 dacilame 다치라머 (2-20b-5-4) 
dacun「鋭利な；果断な」 다츈 (2-1a-5-1) (2-1b-1-3) (2-2a-1-2) 
dahambi「従う；投降する」 --- --- 
 dahame 다하머 (2-4b-1-7) (2-18a-5-6) (2-24a-1-5) 
dahūn (dahūn dahūn i「度々」) 다훈 (2-1b-5-4) (2-1b-5-5) 
dalba「傍ら」 달바 (2-14b-6-4) (2-25b-6-4) 
dalbade「傍らに/で」 달바더 (2-20b-1-7) (2-20b-4-4) 
dalgan「塊」 달간 (2-15a-6-1) (2-21a-3-2) 
damu「もっぱら；ただ；しか

し」 
다무 (2-2b-4-1) (2-10a-3-1) (2-14a-2-2) (2-15b-4-

4) 
dara「腰」 다라 (2-14b-5-4) (2-15a-3-1) 
dasambi「改める；治す；治め

る」 
--- --- 

 dasaha 다사하 (2-12b-5-4) (2-12b-6-2) 
 dasame 다사머 (2-17b-1-5) 
dasimbi「閉じる；覆う」 --- --- 
 dasici 다시치 (2-23b-3-1) 
 dasifi 다시피 (2-2b-6-3) (2-6a-2-4) 
de「に；で」 더 (2-1b-6-2) (2-3b-5-2) (2-4a-4-2) (2-4a-5-1) 

(2-5a-1-4) (2-5b-3-6) (2-6b-4-1) (2-7a-1-3) 
(2-7a-2-5) (2-7a-5-1) (2-7b-1-5) (2-7b-2-4) 
(2-7b-6-2) (2-8a-3-1) (2-9a-2-4) (2-9b-1-2) 
(2-9b-3-3) (2-9b-4-6) (2-10a-5-2) (2-10b-4-
1) (2-10b-5-2) (2-11a-1-4) (2-11a-6-4) (2-
11b-1-5) (2-12a-3-5) (2-12b-2-6) (2-14a-3-2) 
(2-14b-3-7) (2-14b-4-4) (2-14b-5-5) (2-15a-
2-5) (2-15a-3-2) (2-16a-5-3) (2-16b-4-1) (2-
17a-4-4) (2-17b-1-1) (2-17b-3-5) (2-18a-1-7) 
(2-18a-6-1) (2-18b-3-2) (2-18b-4-4) (2-18b-
6-6) (2-19a-3-5) (2-19b-3-1) (2-20a-3-3) (2-
20b-6-4) (2-21b-5-3) (2-22a-2-3) (2-22a-3-7) 
(2-22b-4-3) (2-23b-4-4) (2-24a-4-5) (2-25a-
5-2) (2-26a-4-4) 

dedumbi「横になる」 더둠비 (2-11b-2-1) (2-12a-5-6) 
 dedu 더두 (2-19b-6-3) 
 deduhe 더두허 (2-6b-5-3) (2-7a-1-1) 
 dedure 더두러 (2-11a-5-2) 
dehi「四十」 더히 (2-7b-4-6) 
dekdeni「諺」 덕더니 (2-21b-1-1) 
den「高い」 던 (2-13a-1-3) 
dengjan「灯火(漢語灯盞)」 등쟌 (2-11a-4-2) (2-11a-5-5) 
dere「〜であろう」 드러 (2-17a-5-1) 
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derhi「筵」 덜히 (2-11b-4-2) 
deribumbi「始める」 --- --- 
 deribufi 더리부피 (2-15a-5-2) 
diyan「漢語店」 댠 (2-12b-3-3) (2-23b-2-2) 
dobori「夜」 도보리 (2-6b-6-5) (2-11b-6-3) (2-21b-1-4) 
doigonde「予め」 되곤더 (2-10a-2-3) 
donjimbi「聴く」 --- --- 
 donjici 돈지치 (2-13a-5-4) 
doogan「橋」8 간 (2-12b-5-1) 
doolambi「写す；注ぐ」 --- --- 
 doolacina 라치나 (2-25b-4-1) 
 doolafi 라피 (2-5b-4-1) 
 doolaha 라하 (2-25a-5-6) 
dorgi「内」 돌기 (2-5a-1-3) 
dosimbi「入る；進む；進撃す

る」 
--- --- 

 dosime 도시머 (2-23b-3-4) 
dubede「先端に/で；先(前方)
に/で；ついに」 

두버더 (2-12b-4-3) (2-18a-1-4) 

duin「四」 뒨 (2-7b-2-2) (2-8b-5-1) 
duka「門」 두카 (2-12a-5-3) (2-23b-2-4) 
dulembi「通過する；時が過ぎ

る；病気が治る；燃える」 
--- --- 

 duleke 두러커 (2-13b-3-3) (2-14b-3-3) (2-16b-3-1) 
 duleme 두러머 (2-15a-2-3) (2-24b-3-4) 
dulin「半分」 두린 (2-5b-4-6) 
dzao「漢語棗」   
 (suwen dzao lin「酸棗林」)  (2-16b-6-4) 
eberembumbi「衰えさせる；

減らす」 
--- --- 

 eberembuci 어버럼부치 (2-8b-3-3) 
ebimbi「飽食する」 어빔비 (2-10a-1-2) 
ebsi「〜以来；こちらへ」 업시 (2-13b-3-6) 
edun「風」 어둔 (2-3a-6-5) 
efen「食べ物の名」 어펀 (2-3b-5-7) 
efujembi「壊れる」 --- --- 
 efujehe 어푸져허 (2-12b-4-5) 
ehe「悪い」 어허 (2-13a-6-1) (2-13b-2-2) (2-13b-6-1) (2-15a-

4-4) (2-19a-5-3) 
eihen「驢馬」 에헌 (2-16b-3-6) (2-17a-5-3) 
ejembi「書き記す；記憶する」 --- --- 

 
8 当該語は『増訂清文鑑』では doohanと綴られている。 
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 ejeme 어져머 (2-9a-2-1) 
ekšembi「急ぐ」 --- --- 
 ekšere 억셔러 (2-19a-6-3) 
elden「光」 얼던 (2-11a-2-1) 
elheken「やや緩やかな」 얼허컨 (2-19b-2-5) 
elhešembi「ゆっくりする」 --- --- 
 elhešeme 얼허셔머 (2-9b-2-5) 
elu「葱」 어루 (2-6a-1-1) 
emgeri「一度；既に」 엄거리 (2-2b-4-2) (2-6a-3-4) (2-15b-2-1) (2-26a-4-

2) 
emke「一つ」 엄커 (2-1b-1-5) (2-22b-2-1) (2-23a-3-4) (2-24a-1-

6) 
emu「一」 어무 (2-1a-2-4) (2-1a-3-7) (2-4a-4-3) (2-4a-5-2) 

(2-4b-1-1) (2-5a-1-5) (2-6b-6-4) (2-7b-1-2) 
(2-8a-2-4) (2-8a-4-4) (2-8a-5-3) (2-9b-1-5) 
(2-10b-3-3) (2-11b-6-2) (2-12b-4-4) (2-14b-
4-1) (2-14b-4-5) (2-15a-1-5) (2-15a-5-4) (2-
16b-1-2) (2-16b-3-4) (2-16b-5-1) (2-18a-2-3) 
(2-18a-6-3) (2-20a-1-1) (2-21a-3-1) (2-23b-
1-2) (2-25b-3-4) 

enenggi「今日」 어넝기 (2-4a-3-1) (2-10b-5-4) (2-26b-2-1) 
enteke「このような」 언터커 (2-13b-2-1) 
erde「朝；早い」 얼더 (2-12a-3-6) (2-13a-4-6) (2-19b-1-3) 
erdeken「早めに」 얼더컨 (2-6b-4-2) (2-13a-4-1) 
ere「この；これ；この人」 어러 (2-1a-4-4) (2-1b-3-1) (2-2a-3-2) (2-2a-6-4) 

(2-2b-5-1) (2-4a-1-3) (2-5a-3-5) (2-6a-5-1) 
(2-11b-1-1) (2-11b-4-5) (2-12b-3-2) (2-16b-
1-1) (2-20a-2-1) (2-20a-2-5) (2-21a-4-1) (2-
22a-5-6) (2-22b-5-4) (2-23a-2-4) (2-23b-2-1) 
(2-24a-6-1) (2-24b-2-1) (2-25a-4-6) (2-25a-
6-3) (2-25b-1-4) (2-25b-2-4) (2-25b-6-1) 

ergen「息；命」 얼건 (2-19a-1-4) 
ergi「方向」 얼기 (2-12b-3-6) (2-18b-6-2) 
erin「時」 어린 (2-6b-3-8) (2-9b-2-1) (2-11a-1-3) (2-12a-3-4) 
erindari「毎時；時々」 어린다리 (2-23b-6-1) 
erulembi「処刑する」 --- --- 
 eruleme 어루러머 (2-16a-4-5) 
fahambi「投げる；投げ倒す；

地団駄を踏む」 
--- --- 

 fahaha 파하하 (2-26a-4-3) 
fajiran「壁」 파지란 (2-11a-6-3) 
fali「個」 파리 (2-4a-4-6) (2-7a-5-5) (2-7a-6-4) (2-7b-1-7) 

(2-7b-4-2) (2-7b-5-1) (2-7b-6-6) (2-8a-1-5) 
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(2-8a-3-5) (2-8a-5-2) (2-8a-6-5) (2-8b-5-4) 
(2-11b-3-3) (2-11b-4-7) 

fehi「脳」 퍼히 (2-15b-2-3) 
fejile「下(に)」 퍼지러 (2-14b-6-6) 
feksimbi「馬が走る」 --- --- 
 feksime 퍽시머 (2-18a-4-1) 
fidembi「軍隊を移動させる；

不利な地位に陥れる」 
--- --- 

 fidefi 피더피 (2-18b-1-2) 
fisai「背中を」 피새 (2-17a-2-1) 
fitai「しっかりと」 피태 (2-23b-2-6)9 
fonjimbi「問う」 --- --- 
 fonjiki 폰지키 (2-20b-5-5) 
 fonjire 폰지러 (2-12b-1-3) 
fuhali「全く」 푸하리 (2-13a-6-5) (2-25b-6-3) 
fuhešembi「転がる；寝返りを

打つ；寝転ぶ」 
--- --- 

 fuhešeme 푸허셔머 (2-17a-3-2) 
fulmiyen「束」 풀면 (2-1a-4-1) (2-8a-2-5) (2-8a-3-2)10 
fulu「余りのある；優れた」 푸루 (2-3b-1-4) 
funde「代わりに」 푼더 (2-4a-6-4) 
furgisu「生姜」 풀기수 (2-5b-6-4) 
furumbi「切り刻む」 --- --- 
 furufi 푸루피 (2-4b-3-6) 
 furuhe11 푸루허 (2-7b-1-1)12 
fuseri「山椒」 푸스리 (2-5b-6-5) 
fusihūn「西に；下に；賤しい」 푸시훈 (2-26a-4-1) 
futa「縄」 푸타 (2-20b-3-4) (2-26a-3-2) 
futai「縄の」 푸태 (2-20a-6-4) 
fuyebumbi「皮を剥がせる；沸

騰させる」 
--- --- 

 fuyebufi 푸여부피 (2-2b-4-3) 

 
9『淸語老乞大』の原文は ere šahūrun ningge be si gamafi fiyeleku de fiyakūfi gajuであるが、『新滿漢大詞典』
（胡增益 1994: 272; 2020: 443）では、これを引用する際に、fiyelekuを filekuとしている。 
10『淸語老乞大』の原文は orho juwan emu fulmiyen de fulmiyen tome juwan fali jihaであるが、『新滿漢大詞
典』第 1版（胡增益 1994: 294）では、これを引用する際に、fulmiyen tomeを fuliyen tomeとし、jihaを
ziha（原文表記）としている。第 2版（胡增益 2020: 477）では fuliyen tomeと zihaをそれぞれ fulmiyan 
tomeと zhiha（メレンドルフ表記では jiha）に訂正している。 
11 Захаров（1875: 1092）によれば、furu- につく完了接辞は -haである。また、『増訂清文鑑』にも furuha
が見られる。見出し語 moositun「豆」および見出し語 suwaliyasun「作料」の説明文を参照されたい。し

かし、『淸語老乞大』の当該箇所では、furu- につく完了接辞は -heである。 
12『淸語老乞大』の原文は furuhe emu ginggin yali de orin fali jihaであるが、『新滿漢大詞典』の見出し語
faliの例文（胡增益 1994: 255; 2020: 416）および見出し語 furumbiの例文（胡增益 1994: 301; 2020: 487）
では、これを引用する際に、furuheの前に siniを追加している。なお、劉景憲（1997: 16）もこれを引用
する際に、同様に furuheの前に siniを追加している。 
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fuyembi「皮を剥ぐ；沸騰す

る」 
--- --- 

 fuyehe 푸여허 (2-2b-3-1) 
gabtambi「射る」 --- --- 
 gabtame 갑타머 (2-18a-3-1) 
 gabtara 갑타라 (2-17a-2-4) (2-17b-5-5) 
gahari「襦袢の一種」 가하리 (2-22a-3-6) 
gaimbi「とる」 --- --- 
 gaifi 개피 (2-9a-2-2) (2-15a-6-7) (2-17b-6-3) (2-18b-1-

8) 
 gaire 개러 (2-7a-1-4) 
gaitai「突然」 개태 (2-15a-4-3) 
gajimbi「持って/取って/連れ

てくる；取り/連れに来る」13 
--- --- 

 gajifi 가지피 (2-9a-6-6) (2-22b-3-5) 
 gajiha 가지하 (2-11a-6-2) 
 gaju 가쥬 (2-1b-1-8) (2-4b-4-3) (2-11a-4-4) (2-11b-3-4) 

(2-20b-3-8) (2-25a-4-3) (2-25b-4-4) 
galai「手の；手で」 가래 (2-18b-6-3) 
gamambi「持って/取って/連
れていく」 

가맘비 (2-22a-2-6) 

 gama 가마 (2-22a-4-4) 
 gamaha 가마하 (2-17a-6-2) 
 gamaki 가마키 (2-24b-5-4) 
gašan「村」 가샨 (2-18a-5-7) 
gebu「名」 거부 (2-16a-1-4) 
gejurebumbi「搾取される；搾

取させる」 
--- --- 

 gejurebufi14 거쥬러부피 (2-10a-6-5) 
gelembi「恐れる」 거럼비 (2-23a-6-3) 
geli「また」 거리 (2-14a-3-3) (2-16b-3-3) (2-19b-6-6) (2-20b-

5-1) 
gemu「皆」 거무 (2-8b-2-3) (2-9a-1-2) (2-9a-4-4) (2-9b-5-4) 

(2-10a-4-3) (2-20b-3-6) (2-20b-4-1) (2-23a-
2-2) 

genembi「行く」 거넘비 (2-6b-4-5) (2-12a-3-7) (2-13a-4-3) (2-19b-1-
4) (2-25a-3-4) 

 
13 gaji- の意味に関しては、早田輝洋（1993）を参照されたい。 
14 通常、gejurembiは「搾取する」を意味する。『大清全書』における gejureme giyataraha「侵欺。」などの

見出し語および『増訂清文鑑』における見出し語 gejurembi「需索」を参照されたい。gedurembiは「かじ

る」を意味する。『大清全書』における見出し語 gedurembi「人啃東西。馬啃。」を参照されたい。一方、

『淸語老乞大』の当該箇所(2-10a-6-5)における gejurebufiの朝鮮語訳は「씹히고」（噛ませて、咀嚼させて）

であり、語基 gejure- は「噛む、咀嚼する」を意味する物であると考えられる。思うに、ここでの gejurebufi
はgedurebufiの誤記である可能性が高い（一部の方言における音形の可能性も完全には排除できないが）。 
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 gene 거너 (2-25a-1-5) 
 geneci 거너치 (2-23a-2-3) (2-23a-6-1) (2-24b-1-3) (2-24b-

3-5) 
 genefi 거너피 (2-3b-2-3) (2-17a-1-5) (2-18a-6-2) 
 genehe 거너허 (2-9a-2-5) (2-15b-6-3) (2-19b-2-7) 
 geneki 거너키 (2-19b-4-5) (2-20a-3-5) (2-21b-6-5) (2-22b-

6-5) 
 genere 거너러 (2-1b-2-5) (2-3b-6-4) (2-12a-6-4) (2-13a-5-

2) (2-14a-3-1) (2-15a-2-4) (2-16b-4-7) (2-
25a-2-7) 

gerembi「空が明るくなる」 --- --- 
 gereke 거러커 (2-19b-4-2) 
 gerere 거러러 (2-19b-2-2) 
gese「〜のような」 거서 (2-11b-1-2) 
getukelembi「明白にする」 --- --- 
 getukelehe 거투커러허 (2-16b-1-5) 
gindana「牢」 긴다나 (2-19a-3-4) 
ging「漢語更(初更などの更)」 깅 (2-6b-3-6) (2-9b-4-5) (2-11a-1-1) (2-12a-3-2) 
ginggin「斤」15 깅긴 (2-3b-5-4) (2-4a-4-4) (2-4a-5-3) (2-4b-1-2) 

(2-7a-4-4) (2-7a-5-2) (2-7b-1-3) 
gingnembi「秤にかける」 --- --- 
 gingnehe 깅너허 (2-7a-4-2) 
gisun「言葉」 기순 (2-3b-1-5) (2-12b-1-4) (2-20b-5-3) (2-23b-4-

3) (2-24a-1-3) 
giyan「理」 갼 (2-24b-1-1) 
giyan (giyan giyan i「一つ一つ

明白に」) 
갼 (2-17b-4-3) (2-17b-4-4) 

goimbi「当たる」 --- --- 
 goifi 괴피 (2-17b-1-2) (2-18b-6-7) 
 goiha 괴하 (2-18b-4-5) 
gucu「友達」 구츄 (2-2a-3-3) 
gucui「友達の」 구 (2-5a-1-2) 
gucuse「友達(複数形)」 구츄스16 (2-8b-6-3) (2-9a-6-1) 
gūnimbi「思う」 --- --- 
 gūnifi 구니피 (2-15a-4-2) 
gūnin「心；意；考え」 구닌 (2-17a-4-3) 
gūsin「三十」 구신 (2-7a-6-3) 
gūwa「別の；別の人」  (2-1b-1-1) (2-16a-5-4) (2-23a-5-3) 

 
15 王海波（2026k: 12）を参照されたい。 
16『三譯総解』と『淸語老乞大』における gucuseのハングル表記に違いが見られる。『三譯総解』におけ

る gucuseは、3例出現しているが、ハングル表記はいずれも「구츄서」である。出現箇所は、(2-19a-4-5), 
(2-19b-2-3), (7-2b-5-2)である。一方、『淸語老乞大』のこの箇所における gucuseのハングル表記は「구츄스」
である。 
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gūwainambi「当たる」17 남비 (2-8b-1-2) 
hacihiyambi「急かす；強いる」 --- --- 
 hacihiyame 하치햐머 (2-3b-2-2) 
hacin「件、項、種；上元」 하친 (2-6a-1-2) (2-6a-1-3) 
hafan「官吏」 하판 (2-17b-3-3) (2-17b-5-4) (2-18a-5-3) 
hafirahūn「狭い；貧乏な」 하피라훈 (2-24b-2-4) 
haha「男」 하하 (2-18a-6-5) 
haji「親しい；凶作の」 하지 (2-13b-5-3) (2-23b-5-2) 
hajun「犁刀(虎を獲る仕掛)」 하쥰 (2-18b-1-6) 
halhūn「熱い」 할훈 (2-5a-6-5) 
hamimbi「殆ど足りる；殆ど

〜に近い；耐えられる」 
--- --- 

 hamirakū「耐えられない」 하미라쿠 (2-1b-6-3) 
hashū「左」 핫후 (2-18b-6-1) 
hašambi「束子でこする」 --- --- 
 hašafi 하샤피 (2-5a-5-4) 
hatuhūn「塩辛い」 하투훈 (2-6a-6-2) 
hefeli「腹」 허퍼리 (2-10a-1-1) 
hendumbi「言う」 --- --- 
 henduhengge 헌두헝거 (2-21b-1-2) (2-23b-4-5) 
 hendure 헌두러 (2-14a-5-3) 
herembi「掬う；紙を漉く」 --- --- 
 hereme 허러머 (2-9a-6-5) 
hetu「横」 허투 (2-21b-3-2) 
hiya「旱魃」 햐 (2-13b-4-2) 
hiyase「一斗枡」 햐스 (2-1a-3-2) (2-7b-6-1) (2-7b-6-3) 
holo「嘘；山谷；牝瓦；畝の

間の溝」 
호로 (2-18b-3-1) (2-24b-2-2) 

hon「甚だ」 혼 (2-2a-4-3) 

 
17 gūwainambiの語形は、『大清全書』および『増訂清文鑑』には収録されていない。この語は『淸語老乞
大』において 2例出現している。(2-8b-1-2)の gūwainambiの朝鮮語訳は「맛다」であり、최동권 외（2012: 
165）は、「맛다: 맞다. 맛-(←맞-)+-+-다.」と注している。(8-5b-5-4)の gūwainambiの朝鮮語訳は「마즈니」
である。それに対し、満洲語文語の goimbiは「命中する」・「該当する」の意味の「当たる」の意味であ

る。『増訂清文鑑』における見出し語 goimbi「中」と goimbi「該著」を参照されたい。従って、gūwainambi
は語源的に goimbiと関連している可能性がある。ūwa /ua/ と oの違いは音変化（池上 1987: 18-19; 1999 
[1993]: 335-336; 2004[1975]: 95 や山崎 2002: 75を参照）によるものであり、-naは派生接辞であろう。『清

文啓蒙』における goimbiの漢字音写は「乖嘧」（guwaimi）である。『満文金瓶梅』には gūwai- の形式で
の用例がある。 
 また、『新滿漢大詞典』（胡增益 1994: 368; 2020: 594）はこの語を「该，应该，该为」と漢訳しており、

出典を明記したうえで 2例を挙げているが、それぞれ『淸語老乞大』(2-8b-1-2)および(8-5b-5-4)に出現し
ている例である。 
 なお、『滿語全書』（郭秀昌・何榮偉 2020: 507）はこの語を「该；应该；该为」と漢訳しており、1例
を挙げている。その 1 例は出典が明記されていないが、『淸語老乞大』(2-8b-1-2)に出現している例であ
る。ただし、『淸語老乞大』(2-8b-1-2)の例の原文は、emu bade acabufi bodoci uheri sunja tanggū fali jiha 
gūwainambiであり、badeは分かち書きされていないが、郭秀昌・何榮偉（2020: 507）は引用の際に、そ
れを分かち書きしている。 
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hontohon「半分」18 혼토혼 (2-5b-1-1) 
hoošan「紙」 샨 (2-14b-5-1) (2-15b-4-5) 
horimbi「監禁する、牢に入れ

る；囲い込む」 
--- --- 

 horiha 호리하 (2-19a-3-6) 
huju「秣桶；銀運送用の容器」 후쥬 (2-20b-2-4) (2-25a-5-1) 
hūcin「井戸」 후친 (2-20a-4-1) (2-20a-4-6) (2-20a-6-1) (2-20b-

1-5) (2-20b-4-2) 
hūda「値段；商売」 후다 (2-6b-5-4) (2-6b-6-1) (2-7a-2-3) (2-7b-3-5) 
hūlambi「読む；呼ぶ；雄鶏が

鳴く」 
--- --- 

 hūlaha 후라하 (2-11a-2-4) 
hūlha「泥棒」 훌하 (2-15a-2-1) (2-15b-3-2) (2-16a-6-3) (2-16b-

5-2) (2-17b-3-1) (2-17b-5-2) (2-18a-2-2) (2-
18a-5-1) (2-18b-2-2) (2-19a-3-1) (2-23b-6-2) 

hūlhai「泥棒の」 훌해 (2-17a-4-2) 
hūlhatu「窃盗常習犯」 훌하투 (2-14a-4-3) (2-14a-6-1) 
hūntaha「杯」19 훈타하 (2-5b-1-2) 
hūwaitambi「繋ぐ」 --- --- 
 hūwaita 타 (2-21a-3-6) 
hūwanggiyambi「差し支える」 --- --- 
 hūwanggiyarakū「差し支え

ない」 
갸라쿠 (2-14a-1-5) 

i「の；で」 이 (2-1b-3-6) (2-1b-5-6) (2-3b-5-6) (2-5a-5-3) 
(2-5b-1-3) (2-6a-1-4) (2-6a-2-2) (2-6b-4-3) 
(2-11a-1-7) (2-12b-3-4) (2-12b-4-2) (2-13a-
4-2) (2-14b-6-3) (2-15a-6-2) (2-15b-6-1) (2-
17b-4-5) (2-18a-1-3) (2-18b-2-5) (2-19a-3-3) 
(2-19b-2-6) (2-20b-1-1) (2-20b-1-6) (2-20b-
4-3) (2-21a-3-3) (2-22a-3-5) (2-23b-2-3) (2-
24b-1-2) 

ice「新しい」 이쳐 (2-4a-3-4) 
ici「右；方向」 이치 (2-25b-6-5) 
icihiyambi「処理する」 --- --- 
 icihiyahangge 이치햐항거 (2-22a-6-2) 
 icihiyaki 이치햐키 (2-11a-5-4) 
idurambi「当番に当たる」 --- --- 
 idurame 이두라머 (2-10b-2-1) (2-21a-6-2) 

 
18 当該語は『大清全書』および『増訂清文鑑』では hontohoと綴られている。『大清全書』における見出
し語 hontoho「一半。半月之半。」や、『増訂清文鑑』における見出し語 dulin「一半」の説明文 yaya jaka i 
emu hontoho be emu dulin sembiなどを参照されたい。Norman（2013: 180）は hontohonの形式に言及して
いるが、도정업（2022: 18）によると、hontohonは清国の文献には見られない。 
19 王海波（2026d: 56）の脚注 27を参照されたい。 
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ilan「三」 이란 (2-3b-5-3) (2-7a-4-3) (2-8a-1-3) (2-8b-6-5) 
(2-11b-4-6) (2-13a-1-4) (2-24a-4-1) (2-24a-
6-5) 

ilimbi「立つ；起きる；止ま

る；休む」 
--- --- 

 ilifi 이리피 (2-10b-2-2) (2-11a-3-2) (2-21a-6-3) 
inemene「どの道」20 이너머너 (2-22b-2-4) 
inenggi「日」 이넝기 (2-10b-6-3) 
ini「彼の；彼女の」 이니 (2-3a-2-3) (2-26a-5-1) 
inu「そうだ；是；も」 이누 (2-1b-3-3) (2-21a-4-4) (2-22b-1-4) (2-23b-1-

4) 
irubumbi「沈めむ」 --- --- 
 irubume 이루부머 (2-21a-1-4) 
irumbi「沈む」 --- --- 
 irurakū 이루라쿠 (2-20b-6-5) 
isinambi「着く、至る」 이시남비 (2-10b-5-3) 
 isinafi 이시나피 (2-18a-1-5) 
 isiname 이시나머 (2-9b-5-1) 
jafambi「取る；掴む；捕らえ

る、逮捕する；氷が張り詰め

る；交わりを結ぶ」 

--- --- 

 jafafi 쟈파피 (2-16a-6-5) 
 jafaha 쟈파하 (2-18b-3-6) 
 jafahakū 쟈파하쿠 (2-16a-2-2) 
 jafara 쟈파라 (2-17b-3-2) (2-17b-5-3) (2-18a-1-6) (2-18a-

5-2) 
jai「第二；再び；更に」 쟤 (2-2b-3-4) (2-5b-5-3) (2-6b-1-5) (2-6b-5-5) 

(2-9a-3-1) (2-10a-6-6) (2-19b-4-4) (2-25b-3-
3) 

jailambi「避ける」 --- --- 
 jailame 쟤라머 (2-15b-6-2) 
jaka「物；隙間；所；〜たば

かり」 
쟈카 (2-6a-1-5) (2-15a-3-4) (2-22a-2-2) 

jakade「〜の所に/で；〜ので」 쟈카더 (2-13b-5-5) (2-15b-5-3) (2-17a-2-5) (2-17b-
5-1) (2-26b-2-4) 

jalin「為」 쟈린 (2-14a-1-3) 
je「はい(応答の語)」 져 (2-12a-4-1) 
jeku「穀物；糧食」 져쿠 (2-13b-4-5) 
jembi「食べる」 졈비 (2-2a-5-2) 
 jefi 져피 (2-10a-3-6) 
 jeki 져키 (2-3b-4-3) 
 jeterakū 져터라쿠 (2-21b-2-3) 

 
20 当該語は『増訂清文鑑』では ine meneと綴られている。 
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 jetere 져터러 (2-9b-6-4) (2-22b-6-1) 
jenduken「いくらか密かに」 젼두컨 (2-15b-5-5) 
jergi「階級；類い；回；凡庸

な」 
졀기 (2-3b-3-6) 

jiha「金銭；銭(重さの単位)」 지하 (2-4a-4-1) (2-4a-4-7) (2-7a-5-6) (2-7a-6-5) 
(2-7b-2-1) (2-7b-4-3) (2-7b-5-2) (2-7b-6-7) 
(2-8a-2-1) (2-8a-3-6) (2-8a-4-3) (2-8b-1-1) 
(2-8b-5-5) 

jimbi「来る」 --- --- 
 jidere 지더러 (2-12b-2-5) 
 jifi 지피 (2-8b-2-6) (2-18b-4-2) 
 jio  (2-12a-6-1) 
jobombi「苦労する；憂える」 죠봄비 (2-24a-5-3) 
jobošombi「憂い苦しむ」 --- --- 
 jobošoro 죠보쇼로 (2-14a-1-4) 
jobumbi「押切で切らせる」21 --- --- 
 jobu 죠부 (2-2a-6-1) 
jodon「葛布」 죠돈 (2-22a-3-4) 
jokū「押切」 죠쿠 (2-1a-4-5) (2-1b-1-4) (2-1b-3-2) 
jombi「押切で切る」 죰비 (2-1a-6-2) 
 joha 죠하 (2-2b-5-2) 
 jore 죠러 (2-2a-4-1) 
joombi「やめる」 --- --- 
 joo「やめよ」  (2-4b-2-5) 
 joobai (< joo bai)「やめよ

う」 
배 (2-22b-2-3) 

jugūn「道」 쥬군 (2-13a-5-6) (2-14b-6-2) (2-19a-5-2) 
juken「どうやら十分な；平凡

な」 
쥬컨 (2-25b-1-3) 

juleri「南(に)；前(に)」 쥬러리 (2-13a-5-5) 
julesi「南に；前に」 쥬러시 (2-17a-6-1) (2-17b-6-4) 
jumanggi「錦囊」 쥬망기 (2-14b-4-3) (2-15b-3-5) 
jurambi「出発する」 --- --- 
 jurafi 쥬라피 (2-6b-4-4) 
juwan「十」  (2-1a-2-3) (2-1a-3-6) (2-7a-5-4) (2-7b-4-1) 

(2-8a-2-3) (2-8a-3-4) (2-8a-5-1) 
juwe「二」 쥬워 (2-10b-6-2) (2-13a-1-1) (2-16b-4-2) (2-24b-

4-3) (2-25a-2-2) (2-25a-5-3) 
juwen (juwen bumbi「貸す」；

juwen gaimbi「借りる」) 
 (2-1b-4-4) 

jušun「酢」 쥬슌 (2-5b-6-6) 

 
21 当該語は『大清全書』および『増訂清文鑑』には収録されていない。 
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jušuru「尺」 쥬슈루 (2-13a-1-2) (2-13a-1-5) 
kadalambi「管轄する」 --- --- 
 kadalara 카다라라 (2-16a-3-5) 
kai「指定や断定の終助詞」 캐 (2-3a-2-6) (2-6a-4-5) (2-13a-4-4) (2-14b-2-4) 
kambi「囲む；遮る」 --- --- 
 kafi 카피 (2-18b-3-5) 
kederembi「巡邏する」 --- --- 
 kederere 커더러러 (2-17b-3-4) 
kejine「久しく；多く」 커지너 (2-17b-1-3) 
kemuni「しょっちゅう；ま

だ」 
커무니 (2-19a-2-1) 

kenehunjembi「疑う」 --- --- 
 kenehunjeme 커너훈져머 (2-16a-4-4) 
kicembi「努力する」 --- --- 
 kiceme 키쳐머 (2-10b-2-3) (2-21a-6-4) 
kiyan「紙の一帖/一折」 캰 (2-14b-4-6) 
kokirambi「傷つける」 --- --- 
 kokiraha 코키라하 (2-19a-2-2) 
komso「少ない」 콤소 (2-25b-3-1) 
koro「傷；恨み」 코로 (2-19a-1-1) 
kutulembi「馬の口をとる」 --- --- 
 kutulehengge 쿠투러헝거 (2-24b-3-1) 
 kutuleme 쿠투러머 (2-23a-5-7) (2-24b-5-3) (2-25a-2-6) 
kuwangse「漢語筐子」22 스 (2-22a-1-3) 
la (la li「てきぱきと」)23 라 (2-22a-6-4) 
labdu「多い」 랍두 (2-9b-6-5) (2-24b-3-2) 
lak (lak seme「ぴたりと」) 락 (2-17b-2-2) 
lakiyambi「吊るす」 --- --- 
 lakiya 라캬 (2-11a-6-5) 
li (la li「てきぱきと」) 리 (2-22a-6-5) 
lin「漢語林」 린  
 (suwen dzao lin「酸棗林」)  (2-16b-6-5) 
liyeliyembi「昏迷する」 --- --- 
 liyeliyefi 려려피 (2-17b-1-4) 
liyoo「馬料(漢語料)」  (2-7a-3-2) 
majige「少し」 마지거 (2-6b-1-3) (2-6b-1-6) (2-8b-3-2) (2-10a-6-4) 

(2-10b-1-3) (2-22b-4-4) (2-26a-3-5) 
malanggū「胡麻」 마랑구 (2-5b-2-1) 
mangga「難しい；硬い；強い；

高価な」 
망가 (2-5a-4-2) 

 
22 当該語は『大清全書』および『増訂清文鑑』には収録されていない。 
23 la li〜laliは、『大清全書』・『清文鑑』・『淸語老乞大』では分かち書きされている。一方、『増訂清文鑑』

では分かち書きされていない。また、『清文總彙』には両方の形式が収録されている。 
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manggi「〜た後」 망기 (2-2b-3-2) (2-5a-6-7) (2-5b-3-2) (2-5b-5-2) 
(2-6a-4-2) (2-9a-2-6) (2-11a-3-1) (2-16a-6-7) 
(2-17a-3-5) (2-17b-2-1) (2-18b-3-7) (2-19b-
4-3) (2-21b-6-3) 

mašai「柄杓の」 마섀 (2-5b-4-3) 
mayan「腕」 마얀 (2-18b-6-4)24 
meimeni「各々」 메머니 (2-10b-1-2) 
melebumbi「遺漏する；家畜

に水を飲まさせる」 
--- --- 

 melebu 머러부 (2-10b-1-1) 
melembi「家畜に水を飲ませ

る」 
--- --- 

 mele 머러 (2-25a-6-2) 
 melehekū 머러허쿠 (2-20a-2-4) 
 meleme 머러머 (2-20a-3-4) (2-21b-6-4) (2-22b-6-4) 
 melere 머러러 (2-10a-5-5) (2-20b-2-2) 
membe「私たち(除外的)を」 멈버 (2-14a-4-4) 
mende「私たち(除外的)に」 먼더 (2-19a-6-1) 
meni「私たち(除外的)の」 머니 (2-1a-2-1) (2-1b-3-4) (2-3b-4-5) (2-5a-1-1) 

(2-8b-1-3) (2-14a-1-2) (2-14b-3-1) (2-20a-1-
5) 

micihiyan「浅い」 미치햔 (2-20a-6-3) 
mini「私の」 미니 (2-4a-6-3) (2-11b-3-5) (2-24a-1-2) 
misun「味噌」 미순 (2-5b-6-2) 
miyalimbi「測る」 --- --- 
 miyalifi 먀리피 (2-1a-3-5) 
moo「樹木；木材；棒」  (2-22b-1-3) (2-22b-3-3) 
mooi「樹木/木材/棒の」  (2-14b-6-5) 
morin「馬；午」 모린 (2-1a-2-2) (2-7a-2-4) (2-9b-1-4) (2-9b-6-3) 

(2-10a-2-6) (2-10b-2-4) (2-14a-2-3) (2-16b-
5-3) (2-18a-3-2) (2-20a-2-2) (2-20b-2-1) (2-
21a-6-5) (2-21b-1-3) (2-21b-5-2) (2-22b-5-3) 
(2-23a-5-5) (2-24b-2-5) (2-25a-2-5) (2-25a-
4-2) (2-25a-5-7) (2-25a-6-4) (2-25b-1-5) 

mucen「鍋」 무쳔 (2-2b-2-5) (2-5a-4-4) (2-5a-6-3) (2-5b-3-5) 
(2-6a-2-1) 

mudan「音調；回；湾曲；回

り道」 
무단 (2-12b-2-2) (2-24b-5-1) 

mujilen「心」 무지런 (2-13a-3-5) (2-15a-5-1) 
muke「水」 무커 (2-5b-6-3) (2-9b-1-1) (2-9b-4-1) (2-20a-5-1) 

(2-20b-1-2) (2-20b-6-3) (2-22a-5-3) (2-24b-
6-2) (2-25a-1-3) (2-25a-3-2) (2-25a-5-5) (2-

 
24 原書の当該箇所における満洲語文語のハングル表記は、印刷が不鮮明である。 
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25b-1-1) (2-25b-2-1) (2-25b-2-5) (2-25b-5-3) 
(2-26a-1-4) (2-26a-4-5) (2-26a-6-4) 

mukūn「同族；群れ」 무쿤 (2-1b-3-5) 
muse「私たち(包括的)」 무스25 (2-21a-6-1) (2-21b-5-1) (2-22b-3-1) (2-23a-

2-1) (2-24a-3-1) (2-24a-6-4) (2-24b-4-2) (2-
25a-2-1) 

mutembi「できる」 무텀비 (2-23b-4-1) 
muwa「太い；粗末な」 무와 (2-2a-4-4) 
muwakan「やや粗大な；やや

粗末な」 
무와칸 (2-4b-3-5) 

nade「地に」 나더 (2-17a-3-3) 
nahan「オンドル」 나한 (2-11b-1-4) (2-22b-4-2) (2-23a-2-5) (2-23a-

4-2) (2-24a-2-2) (2-24a-3-4) 
nakambi「やめる」 --- --- 
 naka 나카 (2-2b-6-6) (2-3b-2-1) 
narhūn「細い、細かい」 날훈 (2-2a-5-4) 
ne「現在」 너 (2-19a-2-4) 
nemembi「増す」 --- --- 
 nememe 너머머 (2-14b-2-2) 
nenembi「先行する」 --- --- 
 nenehe 너너허 (2-12b-2-1) (2-12b-6-3) 
 neneme 너너머 (2-2b-2-2) (2-25a-1-2) 
ni「の；で」 니 (2-6b-3-7) (2-11a-1-2) (2-12a-3-3) 
nikedembi「どうにかできる」 --- --- 
 nikedeme「かろうじて」 니커더머 (2-11b-6-4) 
nimenggi「油」 니멍기 (2-5b-2-2) (2-5b-2-4) 
ningge「〜であるもの」 닝거 (2-1b-4-2) (2-4b-2-3) 
ninggude「上に/で」 닝구더 (2-21a-2-4) 
ninggun「六」 닝군 (2-1a-3-1) (2-7b-5-5) (2-14b-3-5) 
nio「か」 뇨 (2-6a-6-3) (2-6a-6-5) (2-19a-4-4) 
nitan「味の薄い(酒など)；鋼
の少ない(刃)」 

니탄 (2-6a-6-4) (2-6b-1-4) 

niyalma「人」 냘마 (2-2a-6-5) (2-3b-5-1) (2-5a-1-6) (2-7a-1-2) 
(2-7b-2-3) (2-7b-2-5) (2-10b-3-4) (2-13b-2-
3) (2-13b-6-2) (2-15b-6-6) (2-16a-1-7) (2-
16a-3-6) (2-16a-4-2) (2-17a-1-1) (2-17a-3-1) 

 
25『三譯総解』と『淸語老乞大』における museのハングル表記に違いが見られる。筆者の確認によれば、

museは『三譯総解』において 9例出現しているが、ハングル表記はいずれも「무서」となっている。ま
た、museiは『三譯総解』において 8例出現しているが、ハングル表記はいずれも「무세」となっている。
すなわち、『三譯総解』における museと museiの eは、「ㅓ」である。『三譯総解』における museの出現
箇所は、(1-18b-3-3), (2-15a-1-1), (4-15a-6-2), (5-1b-5-3), (5-9a-1-5), (5-10a-1-2), (8-12a-6-5), (8-12b-3-1), (9-7a-
4-4)である。『三譯総解』におけるmuseiの出現箇所は、(3-25b-5-5), (5-12a-6-3), (6-21a-6-7), (6-23a-1-7), (6-
23a-4-5), (9-7a-1-3), (10-6b-4-5), (10-23a-2-4)である。なお、岸田（1989: 27-28）も『三譯総解』と『淸語老

乞大』の複数接尾辞 -seの表記について紹介している。 
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(2-18b-5-1) (2-18b-5-5) (2-21b-3-1) (2-23a-
3-1) (2-23a-5-4) (2-23b-1-3) (2-23b-3-3) (2-
24a-4-2) 

niyalmai「人の」 냘매 (2-3b-2-5) (2-15b-1-2) (2-15b-3-4) (2-26a-6-
3) 

nofi「人の助数詞」 노피 (2-9a-1-1) (2-24a-6-6) (2-25a-2-3) 
obombi「洗う」 --- --- 
 obofi 오보피 (2-5a-5-1) 
obumbi「する」 --- --- 
 obufi 오부피 (2-24b-5-2) 
 obuha 오부하 (2-5a-6-6) 
oilo「表面」 외로 (2-2b-6-1) 
olhošombi「畏敬する；用心す

る」 
--- --- 

 olhošome 올호쇼머 (2-2a-2-1) 
 olhošorongge 올호쇼롱거 (2-14b-2-1) 
ombi「なる」 옴비 (2-23a-3-3) 
 oci 오치 (2-1b-2-2) (2-4a-5-5) (2-8b-6-2) (2-9a-4-2) 

(2-13a-3-2) (2-20b-3-2) (2-20b-6-6) (2-21a-
2-2) (2-21b-2-4) (2-21b-4-2) (2-22a-3-2) (2-
24b-3-3) 

 ofi 오피 (2-1b-6-4) (2-11b-4-4) (2-13b-4-3) 
 oho 오호 (2-10b-6-4) 
 ohobi 오호비 (2-25b-3-2) 
 ohode 오호더 (2-3a-2-2) (2-4b-6-4) (2-9b-6-2) (2-26a-1-2) 
 ojorakū 오죠라쿠 (2-21b-4-4) (2-24b-4-1) 
 ojoro 오죠로 (2-13b-5-4) (2-15b-5-2) 
 okini 오키니 (2-8b-5-6) (2-12a-4-3) (2-23b-1-6) 
omimbi「飲む」 --- --- 
 omirengge 오미렁거 (2-25b-1-2) (2-25b-2-2) 
onco「横に広い」 온쵸 (2-13a-1-6) 
onggolo「〜前に」 옹고로 (2-13a-6-4) 
onggombi「忘れる」 --- --- 
 onggoho 옹고호 (2-20a-1-4) 
orho「草」 올호 (2-1a-4-2) (2-1a-5-4) (2-2a-4-2) (2-2b-5-3) 

(2-7a-3-1) (2-8a-2-2) (2-8b-1-4) (2-10a-4-1) 
(2-10a-6-2) (2-21b-2-1) (2-21b-5-5) (2-22a-
1-1) (2-22a-2-4) (2-22a-4-1) (2-22b-5-5) 

orhoi「草の」 올회 (2-11b-2-3) (2-11b-5-1) 
orin「二十」 오린 (2-4a-4-5) (2-7b-1-6) (2-10b-6-1) (2-12b-3-

7) (2-18a-1-1) 
oyonggo「重要な」 오용고 (2-19a-6-4) 
sabumbi「見る」 --- --- 
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 sabufi 사부피 (2-15a-2-6) 
sahaliyan「黒い；壬」 사하랸 (2-7b-5-3) 
sain「良い」 샌 (2-10b-3-1) (2-13a-2-3) (2-14a-3-5) (2-14b-

2-3) (2-19b-6-2) (2-25b-2-3) 
sambi「知る」 삼비 (2-14b-1-3) (2-21a-4-5) 
 sarkū 살쿠 (2-13b-3-2) (2-19a-4-1) 
sartabumbi「遅延させる；憂

を解く」 
--- --- 

 sartabure 살타부러 (2-19b-3-3) 
sasari「一緒に」 사사리 (2-24a-4-3) 
sebderi「日陰」 섭드리 (2-14b-6-7) 
seibeni「昔」 세버니 (2-26a-6-2) 
sektefun「座布団」 석터푼 (2-11b-2-4) (2-11b-5-2) 
sektembi「敷く」 --- --- 
 sekte 석터 (2-11b-6-5) 
sele「鉄」 서러 (2-5b-4-2) 
sembi「言う」 슴비 (2-3b-4-4) (2-13a-6-2) (2-24a-5-4) 
 seci 스치 (2-19a-5-4) 
 sehebi 스허비 (2-21b-4-5) (2-23b-6-5) 
 seme 스머 (2-1b-6-6) (2-15a-4-1) (2-17a-5-2) (2-17b-2-

3) 
sendejebumbi「決壊させる；

欠く(一部を壊す)」26 
--- --- 

 sendejebure 선더져부러 (2-2a-3-1) 
seremšembi「防護する」 --- --- 
 seremše 서럼셔 (2-23b-5-4) (2-23b-6-4) 
seshembi「厭う；振り撒く」 --- --- 
 sesheme 섯허머 (2-2b-6-2) (2-6a-1-7) 
seshetembi「馬が頭を振る；

払いのける」 
--- --- 

 sesheteme 섯허터머 (2-10a-4-4) 
si「あなた」 시 (2-1a-6-4) (2-2a-1-3) (2-2b-2-1) (2-3b-1-3) 

(2-3b-3-4) (2-3b-6-5) (2-4a-6-2) (2-6a-5-4) 
(2-8b-3-1) (2-9a-6-2) (2-12a-2-2) (2-13a-4-5) 
(2-13b-3-1) (2-13b-6-4) (2-21a-1-1) (2-21a-
4-6) (2-24a-1-1) (2-25a-1-1) 

simbe「あなたを」 심버 (2-26a-2-3) 
sindambi「置く；放つ」 --- --- 
 sinda 신다 (2-2b-3-7) (2-6b-2-3) 
 sindafi 신다피 (2-2b-2-4) (2-5b-2-3) (2-6a-1-8) (2-13a-3-6) 
 sindaha 신다하 (2-6a-4-1) 

 
26『増訂清文鑑』には sendejebumbiは収録されていない。一方、sendelembiは収録されている。 
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 sindame 신다머 (2-3a-5-1) (2-3a-6-2) (2-5a-6-2) 
 sindara 신다라 (2-2b-6-5) 
sinde「あなたに」 신더 (2-12b-1-2) (2-20b-5-2) 
sini「あなたの」 시니 (2-6b-5-1) (2-7a-4-1) (2-8b-2-4) (2-24b-6-1) 
sirdan「矢」 실단 (2-16b-5-6) (2-17a-6-5) (2-18b-1-4) (2-18b-

4-3) (2-18b-6-5) 
songko「跡；同様」 송코 (2-18a-5-4) 
sonjombi「選ぶ」 --- --- 
 sonjome 손죠머 (2-10a-3-5)27 
soro「棗」 소로 (2-16b-4-4) 
sui「罪過」 쉬 (2-16a-3-2) 
sukdun「気」 숙둔 (2-3a-1-1) (2-6a-3-1) 
sumbi「解く；脱ぐ；門を開

ける」 
--- --- 

 sufi 수피 (2-15b-4-2) 
sunja「五」 순쟈 (2-3b-2-4) (2-3b-4-6) (2-8a-6-3) 
sunjaci「第五」 순쟈치 (2-6b-3-5) (2-9b-4-4) (2-10b-6-5) (2-12a-3-

1) 
susai「五十」 수새 (2-7b-6-5) (2-8b-5-3) 
suwaliyambi「混ぜる」 --- --- 
 suwaliya 랴 (2-9b-4-3) 
suwe「あなたたち」 숴 (2-3a-4-2) (2-11b-6-1) (2-25a-4-1) 
suwen「漢語酸」28 숸  
 (suwen dzao lin「酸棗林」)  (2-16b-6-3) 
suwende「あなたたちに」 숸더 (2-14a-6-2) 
suweni「あなたたちの」 숴니 (2-8b-6-4) (2-12b-3-1) 
šadambi「疲れる」 --- --- 
 šadaha 샤다하 (2-10a-5-1) 
šahūrun「寒い」 샤후룬 (2-9a-6-7) 
šanyan「白い；庚」 샨얀 (2-5b-1-4)29 
šolo「暇」 쇼로 (2-20a-3-2) 
šombi「削る」 --- --- 
 šome 쇼머 (2-5a-4-6) 
šoro「籠」 쇼로 (2-16b-4-3) 
šurdembi「回る」 --- --- 
 šurdeme 슐더머 (2-18b-3-3) 
tacibumbi「教える」 --- --- 

 
27 原書の当該箇所では印刷が不鮮明なため、「손죠머」が「소죠머」のように見えるが、本来は「손죠머」
と書かれていたものと考えられる。 
28『對音輯字』（下巻第 32 葉 a 面）では、漢字「酸」に対応する満洲文字は suwanである。一方、『淸語
老乞大（巻之二）』において「酸棗林」を表す語は、suwen dzao linに対応する形で現れている。 
29 原書の当該箇所(2-5b-1-4)における šanyanは、šanyan malanggū nimenggiに出現しており、原書におけ
る šanyan malanggū nimenggiの朝鮮語対訳は「기」である。 
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 tacibure 타치부러 (2-21a-4-8) (2-26a-2-4) 
tacimbi「学ぶ；慣れる」 --- --- 
 tacihakū 타치하쿠 (2-26b-1-2) 
 taciki 타치키 (2-25b-5-6) 
taka「暫く」 타카 (2-10a-5-3) (2-12a-6-2) (2-22a-3-3) (2-22b-

4-1) 
tanggū「百」 탕구 (2-8a-1-4) (2-8a-4-5) (2-8a-6-4) (2-8b-5-2) 

(2-18a-6-4) 
tantambi「打つ」 --- --- 
 tantafi 탄타피 (2-15b-2-2) 
 tantame 탄타머 (2-16a-1-2) 
tarhūmbi「太る、肥やす」 --- --- 
 tarhūrakū 탈후라쿠 (2-21b-2-5) 
tarhūn「太った、肥えた」 탈훈 (2-4b-2-2) 
tatabumbi「引かせる；宿らせ

る」 
타타붐비 (2-26a-2-1) 

tatakū「引き出し；釣瓶；ピ

ンセット；綿打ち弓」 
타타쿠 (2-20a-5-2) (2-20a-6-5) (2-20b-3-3) (2-20b-

6-2) (2-21a-1-2) (2-21a-2-3) (2-25a-5-4) (2-
25b-3-5) (2-25b-4-2) (2-25b-6-2) (2-26a-3-1) 

tatambi「引く；宿る」 타탐비 (2-20b-1-4) 
 tatafi 타타피 (2-25b-3-6) 
 tatame 타타머 (2-25a-1-4) (2-25a-3-3) 
 tatara 타타라 (2-25b-5-4) (2-26a-6-5) 
 tatarengge30 타타렁거 (2-24b-6-3) 
te「今」 터 (2-12b-5-3) (2-13b-1-4) 
tebubumbi「盛らせる；移植さ

せる；酒を造らせる」 
터부붐비 (2-26a-5-3) 

tebumbi「座らせる；住まわせ

る；職に就かせる；盛る；植

える；納棺する；酒を作る」 

--- --- 

 tebufi 터부피 (2-14b-5-3) 
 tebure 터부러 (2-22a-1-2) 
tede「そ/あの所に；そ/あの人

に」 
터더 (2-9a-4-5) 

teifulembi「杖をつく」31 --- --- 

 
30 母音調和に従えば、tatarenggeではなく、tataranggeのはずである。しかし、『淸語老乞大』の当該箇所

では、tatarenggeの形で現れている。 
 また、최동권 외（2012: 198）のメレンドルフ式転写は tataranggeとなっており、綴り自体は正確であ

るが、『淸語老乞大』原書の綴りを忠実に反映したものではない。 
 なお、최동권 외（2012）の書末索引（594 頁）では、tataranggeの項目の出現箇所として(2:24b)が挙げ
られている。しかし、『淸語老乞大』原書の(2:24b)には tataranggeは見られず、tatarenggeは見られる。 
31 当該動詞語幹 teifule-「杖をつく」は、『大清全書』および『増訂清文鑑』には収録されていない。これ

らの文献において「杖をつく」を表す動詞語幹は teifuše- である。『大清全書』の見出し語 teifušeme「拄

拐。」および『増訂清文鑑』の見出し語 teifušembi「拄拐走」を参照されたい。teifule- と teifuše- は、そ
れぞれ teifun「拐棍」に派生接辞 -leと -šeが付加されて形成された派生語であると考えられる。 
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 teifulehe 테푸러허 (2-22b-3-2) 
teike「今し方」 테커 (2-25a-4-5) 
teile「だけ」 테러 (2-10a-3-4) (2-10b-4-2) (2-15b-5-1) 
teisulebumbi「相応させる；ち

ょうど出くわす」 
--- --- 

 teisulebufi 테수러부피 (2-17b-3-6) 
tembi「座る；住む；職に就く；

沈殿する；水が溜まる」 
--- --- 

 tefi 터피 (2-22b-5-2) 
teni「やっと」 터니 (2-4a-3-2) (2-10b-2-6) (2-16b-1-4) (2-26a-1-

3) (2-26b-2-5) 
tere「その；それ；その人；

あの；あれ；あの人」 
터러 (2-1b-4-3) (2-10a-2-5) (2-14a-4-2) (2-15b-1-

1) (2-15b-3-1) (2-15b-3-3) (2-16a-6-2) (2-
17a-2-6) (2-17a-4-1) (2-17a-6-3) (2-17b-4-1) 
(2-18a-2-1) (2-18b-2-1) (2-18b-5-4) (2-19a-
2-5) (2-20a-4-3) (2-20b-6-1) 

tereci「それ/あれ/彼/彼女よ

り；それから；さて；やがて」 
터러치 (2-23a-5-1) 

teyembi「休む」 --- --- 
 teye 터여 (2-12a-5-1) 
 teyeme 터여머 (2-15a-1-2) (2-22b-5-1) 
 teyere 터여러 (2-9b-2-2) (2-20a-3-1) 
tome「〜毎に」 토머 (2-7a-5-3) (2-7b-3-1) (2-7b-6-4) (2-8a-3-3) 
ton「数；定員」 톤 (2-9a-1-4) 
tookabumbi「遅延させる」 --- --- 
 tookabure 카부러 (2-10b-5-1) 
tubaci「そこ/あそこより」 투바치 (2-15a-2-2) (2-15b-5-4) 
tucibumbi「出す」 --- --- 
 tucibu 투치부 (2-9a-1-3) 
 tucibufi 투치부피 (2-5a-2-1) 
 tuciburakū 투치부라쿠 (2-6a-3-3) 
 tucibure 투치부러 (2-3a-1-4) 
tucimbi「出る」 --- --- 
 tucifi 투치피 (2-15b-2-4) 
 tucike 투치커 (2-13b-2-4) (2-13b-6-3) 
tuhe「鍋の蓋」 투허 (2-6a-2-3) 
tuhebumbi「倒す；落とす」 --- --- 
 tuhebufi 투허부피 (2-18a-3-4) 
tuhembi「倒れる；落ちる」 --- --- 
 tuheke 투허커 (2-17a-3-4) 
tukiyembi「持ち上げる；担

ぐ；挙用する；称揚する；客

に配膳する」 

--- --- 



 56 

 tukiyefi 투켜피 (2-26a-3-6) 
tuktan「初め」 툭탄 (2-9b-3-1) 
tulgiyen「〜以外」 툴견 (2-23a-5-2) 
tunggiyembi「骨揚げする；拾

う」 
--- --- 

 tunggiyeme 퉁겨머 (2-15a-6-6) 
turgakan「やや痩せた」32 툴가칸 (2-4b-3-1) 
turgunde「〜の原因/理由で」 툴군더 (2-16a-2-3) (2-19b-1-2) 
turi「豆」 투리 (2-1a-3-3) (2-2a-6-6) (2-2b-3-5) (2-2b-5-5) 

(2-7b-5-4) (2-8b-2-1) (2-9a-6-3) (2-9b-3-5) 
(2-9b-5-2) (2-10a-2-1) (2-10a-3-2) (2-22a-5-
2) (2-22b-1-1) (2-22b-3-6) 

turigen「家賃、田租；賃金」 투리건 (2-7a-1-6) (2-7b-3-3) 
tutabumbi「後に残す」 --- --- 
 tutabufi 투타부피 (2-23a-4-1) (2-24a-2-1) 
tuttu「そのように；あのよう

に」 
툳투 (2-9a-4-1) (2-12a-4-2) 

tuwa「火」 투와 (2-2b-2-3) (2-2b-6-4) (2-3a-4-5) (2-3a-6-1) 
(2-5a-6-1) (2-6a-3-5) (2-12a-2-3) 

tuwai「火の」 투왜 (2-7b-3-4) 
tuwakiyabumbi「見張らせる」 캬붐비 (2-24a-3-6) 
 tuwakiyabu 캬부 (2-24a-2-4) 
tuwambi「見る」 --- --- 
 tuwa 투와 (2-6a-6-1) 
 tuwaci 투와치 (2-2a-6-3) (2-3a-4-3) (2-15b-4-3) (2-18b-5-

3) 
 tuwaha 투와하 (2-26a-6-7) 
tuwašabumbi「面倒を見させ

る、補給させる；見張らせ

る、監視させる」33 

--- --- 

 tuwašabume 샤부머 (2-23a-4-4) 
tuwašambi「面倒を見る、補給

する；見張る、監視する」 
--- --- 

 tuwašafi 샤피 (2-12a-5-5) 
 tuwašara 샤라 (2-23a-2-7) 
ubade「ここに/で」 우바더 (2-14b-3-2) 
ubašambi「翻す；耕す；背く」 --- --- 
 ubašame 우바샤머 (2-5b-4-4) 
ucumbi「掻き混ぜる」 --- --- 
 ucu 우츄 (2-22b-3-7) 

 
32 当該語は『大清全書』および『増訂清文鑑』には収録されていない。 
33 当該語は『大清全書』および『増訂清文鑑』には収録されていない。 
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 ucuhe34 우츄허 (2-21b-5-4) 
 ucure 우츄러 (2-22b-1-2) 
udambi「買う」 --- --- 
 udafi 우다피 (2-4b-3-4) 
 udahangge 우다항거 (2-8b-2-7) 
 udame 우다머 (2-3b-6-3) 
 udara 우다라 (2-4b-1-5) 
udanambi「買いに行く」 --- --- 
 udana 우다나 (2-4a-2-5) (2-4a-6-5) 
 udanaci 우다나치 (2-4a-1-2) 
udu「幾つ；いくら〜(だと

て)」 
우두 (2-4a-3-6) (2-7a-3-6) (2-11b-3-2) 

ufa「殻粉」 우파 (2-3b-5-5) (2-7a-4-5) (2-8b-2-2) 
uheri「すべて」 우허리 (2-1a-2-5) (2-7a-3-4) (2-7a-6-1) (2-7b-4-4) 

(2-8a-1-1) (2-8a-4-1) (2-8a-6-2) (2-9a-3-2) 
uhumbi「包む」 --- --- 
 uhufi 우후피 (2-22a-4-3) 
uju「頭；第一」 우쥬 (2-15b-1-3) 
ukambi「逃げる」 --- --- 
 ukaha35 우카하 (2-18a-4-2) 
ulebumbi「食物を与える、食

べさせる；筆を墨に浸す；荒

縫いさせる」 

--- --- 

 ulebu 우러부 (2-9b-2-6) (2-9b-5-6) 
 ulebuci 우러부치 (2-10b-2-5) 
 ulebuhe 우러부허 (2-7a-2-6) (2-21b-6-2) 
 ulebuki 우러부키 (2-21a-6-6) 
 ulebure 우러부러 (2-9b-3-2) 
ulgiyan「豚；亥」 울갼 (2-4a-2-2) 
ulha「家畜」 울하 (2-2a-4-5) 
ulhimbi「悟る、理解する」 --- --- 

 
34 Захаров（1875: 166）も、ucu- につく完了接辞は -heであると記述している。『大清全書』・『増訂清文

鑑』には、ucu- に完了接辞がつく用例が見られないが、ucubu- に完了接辞がつく用例が見られる。具体

的には ucubuhaの語形をとる。『大清全書』における ucubuha「混雜一處。混淆。」および『増訂清文鑑』

における見出し語 lifahan「爛泥」の説明文「muke boihon ucubuha ba be lifahan sembi」を参照されたい。
しかし、ucu-bu- につく完了接辞の母音が aであることは、必ずしも ucu- につく完了接辞の母音も aで
あることを意味するわけではない。fushu-he（Захаров 1875: 1078）と fushu-bu-ha（『海蘭察列伝』所収）、

ならびに huthu-he（Захаров 1875: 449）と huthu-bu-ha（同『海蘭察列伝』所収）を見ると、これらの語形

に含まれる huは hūではないため、女性の音韻環境に属するにもかかわらず、-buに完整体接辞が付加さ

れると、その完整体接辞は女性形の -heではなく、男性形の -haとなる。 
35『大清全書』には ukaha と ukaka の両方の形式が見られる。ukaha hūlha「逸盗。」や ukaka bucehe「迯

兦。」（「迯」と「兦」はそれぞれ「逃」と「亡」の異体字）などの見出し語を参照されたい。『満露辞典』

（Захаров 1875: 143）にも、uka- につく完了接辞には -haと -kaの両形式があると記述している。『淸語

老乞大』にも、ukahaと ukakaの両方の形式が見られる。出現箇所はそれぞれ(2-18a-4-2)と(3-21a-2-2)であ
る。최동권 외（2012: 603）も、『淸語老乞大』に ukahaと ukakaの両方の形式が見られることに言及して
いる。 



 58 

 ulhihe 울히허 (2-26b-3-1) 
ulin「貨財」 우린 (2-14a-3-6) (2-14a-6-3) (2-15a-3-7) (2-21b-

3-3) 
umai「全く(〜でない)」 우매 (2-14a-3-4) (2-19a-6-2) 
umbumbi「埋葬する」 --- --- 
 umbu 움부 (2-12a-2-4) 
ume「否定命令標識」 우머 (2-2a-2-5) (2-3a-1-3) (2-10a-5-4) (2-12a-6-3) 

(2-13a-5-1) (2-14a-1-1) (2-14a-5-2) (2-21a-
4-7) 

umesi「甚だ」 우머시 (2-2a-1-1) (2-2a-5-3) (2-4b-2-1) (2-13a-2-2) 
(2-20a-6-2) (2-22a-6-3) (2-24b-2-3) (2-24b-
6-4) 

untuhun「空の」 운투훈 (2-10a-6-1) (2-17a-1-3) 
unumbi「背負う」 --- --- 
 unufi 우누피 (2-14b-6-1) 
 unuhe36 우누허 (2-15a-3-3) 
urebumbi「果物を熟させる；

飯を調理する；復習する；懲

らしめる；糸を練る」 

--- --- 

 urebufi 우러부피 (2-4b-4-2) 
urembi「果物が熟する；飯が

調理済みである；熟練する」 
우럼비 (2-3a-2-5) (2-6a-4-4) 

 urehe 우러허 (2-5b-3-1) (2-5b-5-1) (2-6a-5-3) 
 urehebi 우러허비 (2-24b-6-5) 
urhumbi「傾く」 --- --- 
 urhurakū 울후라쿠 (2-25b-6-6) 
urunakū「必ず」 우루나쿠 (2-10b-4-4) (2-11a-1-5) (2-24a-5-2) 
usihiyembi「啜る」 --- --- 
 usihiyembio 우시혐 (2-3b-1-2) 
usin「田畑」 우신 (2-13b-4-4) 
utala「これほど(多い)」 우타라 (2-1a-5-3) 
uthai「すぐに；即ち」 욷해 (2-2b-4-4) (2-6a-4-3) (2-11a-3-3) (2-15a-5-3) 

(2-23b-1-1) 
uttu「このように」 욷투 (2-1b-2-1) (2-3a-2-1) (2-4a-5-4) (2-8b-6-1) 

(2-9b-6-1) (2-13a-3-1) (2-13b-1-1) (2-14a-5-
1) (2-19a-4-3) (2-20b-3-1) 

waliyambi「捨てる；吐き出

す；展墓する」 
와럄비 (2-10a-4-5) 

wambi「殺す」 --- --- 
 waha 와하 (2-4a-3-3) (2-16a-1-3) 

 
36 Захаров（1875: 139）によれば、unu- につく完了接辞は -haである。また、『増訂清文鑑』には見出し
語 unuhabi「背負著呢」が収録されている。しかし、『淸語老乞大』の当該箇所では、unu- につく完了接
辞は -heである。 
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wargi「西」 왈기 (2-12b-3-5) (2-18a-3-5) 
we「誰」 워 (2-19a-3-8) 
webe「誰を」 워버 (2-24a-3-2) 
wehe「石」 워허 (2-15a-6-4) (2-21a-3-4) 
wehei「石の」 워헤 (2-20b-2-3) 
weilembi「働く；作る；事を

為す；仕える」 
--- --- 

 weilehengge 웨러헝거 (2-13a-2-1) 
 weileme 웨러머 (2-4b-6-2) 
weilengge「犯人；罪のある」 웨렁거 (2-16a-1-6) 
werembi「淘げる；果物を氷

で冷やす」 
--- --- 

 were 워러 (2-9b-1-3) 
weringge「他人のもの」 워링거 (2-2a-2-3) 
werimbi「残す」 --- --- 
 werirakū 워리라쿠 (2-23b-1-5) 
wesihun「上に；東に；高貴

な」 
워시훈 (2-26a-3-4) 

yabumbi「行く、歩く；行う」 --- --- 
 yabuki 야부키 (2-11a-3-4) 
 yabure 야부러 (2-24a-4-4) 
yali「肉」 야리 (2-4a-2-3) (2-4a-3-5) (2-4b-1-3) (2-4b-3-2) 

(2-5a-2-2) (2-5a-3-2) (2-5b-3-3) (2-6a-5-2) 
(2-7b-1-4) 

yalumbi「騎乗する」 --- --- 
 yalufi 야루피 (2-16b-5-4) 
yamun「衙門、役所、官庁」 야문 (2-15b-6-4) 
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3.「『三譯総解』ハングル表記満洲語文語索引」シリーズの正誤表 
 次表は「『三譯総解』ハングル表記満洲語文語索引」シリーズ（王海波 2026a-j）の正誤

表である。一部は、すでに王海波（2026d: 72; 2026e: 15, 33）に掲載している。なお、王海

波（2026h: 71）にある追記も参照されたい。 
 

表 2：「『三譯総解』ハングル表記満洲語文語索引」シリーズの正誤表 
訂正箇所 訂正内容 

誤 正 

王海波（2026a: 8）cenghiyangの項目 (1-1b-6-6)… (1-1b-6-6) (2 回目の記載を削除する) 

王海波（2026a: 9）diyocanの項目 (1-2a-2-2)… (1-2a-2-2) (2 回目の記載を削除する) 

王海波（2026a: 13）gaijaraの項目 재쟈라 개쟈라  

(なお、gaijaraの行を gaikiの上に

移動) 

王海波（2026a: 13）脚注 27第 3 段

落 1 行目 

上表に示したとおり 次表に示したとおり 

王海波（2026a: 15）gūnireの項目 근니러 구니러 

王海波（2026a: 15）gūninの項目 근닌 구닌 

王海波（2026a: 18）jenderakūの項目 전더라쿠 젼더라쿠 

王海波（2026a: 18）meiの項目  (mei u「郿塢」)  (mei žu「郿塢」) 

王海波（2026a: 20）脚注 40第 3 段

落 7 行目 

talgū targū 

王海波（2026a: 22）ojoroの項目 오조로 오죠로 

王海波（2026a: 25）脚注 50第 1 段

落 6 行目および 6-7 行目 

「垂らされたもの」 「垂らしたもの」 

王海波（2026a: 26）uの項目 u「漢語塢」 

 (mei u「郿塢」) 

žu「漢語塢」 

 (mei žu「郿塢」) 

王海波（2026a: 26）uの項目   

王海波（2026a: 26）脚注 54 「郿塢」に対応する満洲語

文語は mei u であり、これ

に対応するハングル表記は

「메 우」であると考えられ

る。しかし、『三譯総解』の

当該箇所における満洲語文

語のハングル表記は「메 

」（mei žu）となっている。

この誤記は、『三譯総解』の

編集者が満洲文字の語頭の

uを žuと誤認したことに起

因すると考えられる。 

『對音輯字』（上巻第 2 葉 a 面）

では、漢字「塢」に対応する満洲

文字は u である。一方、『三譯総

解』において当該部分のハングル

表記は、「」（žu）である。この

誤記は、『三譯総解』の編集者が

『満文三国志』満洲文字の語頭の

u を žu と誤認したことに起因す

ると考えられる。なお、「」（žu）

に対応する『三譯総解』の該当箇

所の満洲文字表記は「 」であり、

印刷が不鮮明であるが、žuのよう

に見える。 

王海波（2026a: 28）žuの項目   

王海波（2026a: 29; 2026b: 64）参考

文献欄 

(本文中で言及された和田

2013が参考文献欄に未掲載

である) 

(参考文献欄に和田2013を追加す

る。文献の詳細は本稿の参考文献

欄を参照) 
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王海波（2026b: 36）下から 2 行目 baɣatur baγatur 

王海波（2026b: 38）cenghiyangの項

目 

cenghiyang… (王海波 2026f: 46の書式と一致さ

せるため、(ts῾oo cenghiyang「曹丞

相」) (2-24b-5-6)を独立した下位

項目とする) 

王海波（2026b: 47）habšahaの項目 합샹하 합샤하 

王海波（2026b: 48）hecenの項目 허젼 허쳔 

王海波（2026b: 65）参考文献欄 Mongol Elements in Manchu. Mongol Elements in Manchu. 

王海波（2025e: 7）coohaの項目 (和訳が欠けている) 「兵；軍」 

王海波（2025e: 32）tomeの項目 (和訳が欠けている) 「〜毎に」 

王海波（2025e: 32）tondoの項目 (和訳が欠けている) 「まっすぐな；公平な；忠誠な」 

王海波（2026f: 54）脚注 20 岸田（1997: 84, 225, 230） 岸田（1997: 86, 225, 230） 

王海波（2026f: 56）holtohobiの項目 홀토호머 홀토호비 

王海波（2026g: 2）adaliの項目 (adali の行は adambi の下に

ある) 

(adaliの行を adambiの上に移動) 

王海波（2026g: 19）jeoの項目 jeo (jeo ioi) jeo「漢語周」 

王海波（2026h: 49）fundeの項目 (和訳が欠けている) 「代わりに」 

王海波（2026h: 49）fungの項目 fung「漢語奉」 fung「漢語鋒」 

王海波（2026h: 73）下から 7 行目 The Parameter of Aspect. The Parameter of Aspect. 

王海波（2026i: 12）fungの項目 (fung siyo の行は g῾o fung 

siyoの下にある) 

(fung siyoの行を g῾o fung siyoの

上に移動) 

王海波（2026i: 12）脚注 16 『三譯総解』における ho fei

は、原文の朝鮮語訳では漢

字「合淝」を用いている。こ

れに対して、『満漢合璧三国

志』の対応箇所 (10-52a-1-

6/7)では、「合肥」と表記さ

れている。 

『三譯総解』(8-19b-3-2/3), (9-18a-

1-7/-2-1), (9-18a-6-1/2)における ho 

fei は、原文の朝鮮語訳において

「合淝」という漢字が宛てられて

いる。『三譯総解』(9-18a-1-7/-2-1), 

(9-18a-6-1/2)に対応する『満漢合

璧三国志』の当該箇所(10-105b-6-

9/10), (10-106a-1-10/11)では、対応

漢語が「合淝」と表記されている

が、『三譯総解』(8-19b-3-2/3)に対

応する『満漢合璧三国志』の当該

箇所(10-52a-1-6/7)では、対応漢語

が「合肥」と表記されている。 

王海波（2026i: 33; 2026j: 68）参考文

献欄 

崔宰宇（编著）（2005） (当該文献を参考文献欄から削

除) 

王海波（2026j: 48）gelgunの項目 (和訳が欠けている) (gelgun akū「敢えて」) 

王海波（2026j: 54）jing「漢語荊」の

項目 

(gung jin「荊州」) (jing jeo「荊州」) 
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Ch’ŏng-ŏ No-gŏl-dae is one of the books compiled by the Bureau of Interpreters during 
the Joseon Dynasty in Korea. In this work, Written Manchu words were recorded in 
both the Manchu script and the Hangul transcription. Notably, the Hangul transcriptions 
do not always correspond directly to their Manchu script counterparts, suggesting that 
they may reflect phonetic nuances not fully represented in the Manchu script. This 
paper presents a Möllendorff-transcription-based index of Written Manchu words 
found in the second volume of Ch’ŏng-ŏ No-gŏl-dae. By aligning the Hangul 
transcriptions with their equivalents in the Manchu script (represented in Möllendorff 
transcription), the index serves as a practical reference for exploring script 
correspondences and phonological details of Written Manchu. 
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